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「
虐
待
」に
な
る 

そ
の
前
に

身体的虐待
○殴る、蹴る
○戸外に締め出す

など

心理的虐待
○暴言を浴びせる
○無視する
○家庭内での暴力・
　暴言を見る、聞く

など

性的虐待
○わいせつな行為、
　性関係を強要する
○性器を触る、触ら
　せる など

ネグレクト
○食事を与えない
○極端に不潔な環境
　で生活させる
○家に閉じ込める

など

子ども
・嘘

うそ

をつく　　　　　　・乱暴な言葉使い
・落ち着かない態度　　・極端に無口
・大人の顔色をうかがう
・表情や反応が乏しく、元気がない
・触れられること、近づかれることをひどく嫌う
・保育者に異常なほど甘える

・人前で子どもを厳しく叱る、叩く
・子どもに対して無関心で態度が冷たい
・子どもを残してよく外出している
・感情や態度が変化しやすい、イライラしている、
余裕がないように見える

・子どもの普段の様子を具体的に語らない
・表情が硬い、話し掛けても乗ってこない
・他の保護者や近隣との付き合いがなく、孤立し
ている

・家庭に対する近隣からの苦情や悪いうわさが多い

保護者（親）

あなたの近くに
こんな親子はいませんか？

STOP! 児童虐待

～笑顔が輝く希望のまちへ～

子どもが元気なまち。
子育てがしやすいまち。
笑顔と希望があふれるまち。
未来を担う子どもたちの笑顔を守るために、
「虐待」について考えてみませんか。
■問こども家庭支援課(☎231－1432)

児童虐待の種類

平
成
２９
年
度
の
下
関
市
内
の
児

童
相
談
は
９２６
件
、
そ
の
内
、

虐
待
に
関
す
る
相
談
は
１０１
件

と
な
っ
て
い
ま
す（
市
役
所
、
下
関
児
童

相
談
所
の
合
計
）。
全
国
の
児
童
相
談
所

で
の
相
談
対
応
件
数
は
１３
万
３
７
７
８

件（
２１０
カ
所
／
速
報
値
）と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
訳
と
し
て
、
心
理
的
虐

待
で
あ
る「
面め

ん

前ぜ
ん

Ｄ
Ｖ
」が
増
加
し
て
い

ま
す
。
夫
婦
間（
元
夫
婦
）、
内
縁
・
交

際
関
係
に
あ
る
者
に
対
し
て「
力
や
言
葉
」

で
一
方
的
に
支
配
す
る
暴
力
を
Ｄ
Ｖ
と

言
い
、
子
ど
も（
１８
歳
未
満
）の
目
の
前

で
行
わ
れ
る
の
が
面
前
Ｄ
Ｖ
で
す
。

　
直
接
的
に
暴
力
を
受
け
な
く
て
も
、

Ｄ
Ｖ
を
見
聞
き
し
て
育
つ
子
ど
も
は
心

身
に
傷
を
負
い
、
成
長
後
も
フ
ラ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
に
苦
し
む
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ（
心

的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）を
発
症
す
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
家
族
構
成
、
近
隣
の
付
き
合

い
方
が
変
わ
り
、
他
人
へ
の
関
心
が
薄

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
虐
待

の
事
実
が
分
か
ら
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
連

絡
が
子
ど
も
、
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
市
の
相
談
窓
口
や
児
童
相
談
所
、
こ

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
匿
名
で
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
気
に
な
る
親
子
、
そ
れ
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

サ
イ
ン
か
も
。
あ
な
た
の
電
話
が
、
子

ど
も
や
家
族
の
笑
顔
を
守
り
ま
す
。

に
褒
め
育
て
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
に

な
り
ま
す
。
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親と子の笑顔が
輝くまちに

虐
待
の
種
類
と

後
遺
症

　　　　

世
代
間
連
鎖

ケ
ア
と
治
療

社
会
が
連
携
し
て

子
ど
も
を
守
る

虐待の後遺症など

ＰＴＳＤ、大量服薬、解離性障害、解離性同一性障害、
愛着障害、健全な家族像を結べない、脳の萎縮　など

性的虐待

身体的虐待
死亡、外傷、骨折、うつ病、ＰＴＳＤ、不安障害、薬
物依存、発達障害症状　など
心理的虐待・ネグレクト
身体の発育不良、知的障害、愛着障害、反抗挑戦性障
害、行為障害（非行）、解離性障害、複雑性ＰＴＳＤ、
脳の変化　など

かねはら小児科

下関市要保護児童
� 対策地域協議会 会長

金原 洋治 院長

　
児
童
虐
待
に
詳
し
く
、
心
身
障
害
児

医
療
・
小
児
心
身
医
療
な
ど
を
中
心
に

活
動
を
行
わ
れ
て
い
る
、
下
関
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
金
原
会
長

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
虐
待
に
は
、
大
き
く
分
け
て
身
体
的

虐
待
、心
理
的
虐
待
、ネ
グ
レ
ク
ト（
育

児
放
棄
）、
性
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
が
、

虐
待
し
て
い
る
種
類
は
ど
れ
か
一
つ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
重
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、そ
の
後
遺
症
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
保
護
者
が
し
つ
け
の
た
め
と
考
え
て

い
て
も
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も
の
身
体

や
心
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
し
つ
け
で
な
く
虐
待
で
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
は
、
内
向
き

の
症
状（
無
関
心
・
用
心
深
い
・
イ
ラ
イ

ラ
し
や
す
く
他
人
と
安
定
し
た
人
間
関

係
を
築
け
な
い
）や
外
向
き
の
症
状（
多

動
・
友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
け
ん

か
が
絶
え
な
い
）、
大
量
の
ス
ト
レ
ス
ホ

ル
モ
ン
が
脳
の
発
育
を
遅
ら
せ
る
な
ど

の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
は
、
子
ど
も
の
体
や
心
、
脳
ま

で
傷
つ
け
、
最
悪
の
場
合
は
、
命
を
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
命
を
奪
わ
な
い
に

し
て
も
、
障
害
が
残
っ
た
り
、
大
人
に

な
っ
て
も
社
会
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
子
ど
も
へ
の
マ
ル
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト（
不
適
切
な
関
わ
り
）

が
脳
へ
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
体
罰
に
よ
り
、

欲
望
を
抑
制
す
る
機
能
を

つ
か
さ
ど
る
前
頭
葉
が
１４
・

５
㌫
縮
小
、感
情
の
形
成
・

処
理
・
学
習
と
記
憶
に
関

わ
る
右
前
帯
状
回
が
１６
・

９
㌫
縮
小
、
暴
言
に
よ
る

聴
覚
野
が
肥
大
、
面
前
Ｄ

Ｖ
に
よ
り
視
覚
野
が
委
縮

す
る
な
ど
、
影
響
は
大
き

な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
幼
い
ほ
ど
発
育

や
発
達
の
影
響
が
大
き
く
、

期
間
が
長
い
ほ
ど
そ
の
影

響
は
深
刻
で
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
虐
待
の
世
代
間
連

鎖
が
虐
待
家
庭
の
３０
㌫
～
５０
㌫
の
割
合

で
起
き
て
い
る
と
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
世
代
間
連
鎖
の
主
な
要
因
は
、
家
族

の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
、
経

済
的
に
余
裕
が
な
い
、
身
近

に
相
談
で
き
る
相
手
が
い
な

い
、
親
の
ス
ト
レ
ス
や
育
児

不
安
が
強
い
、
居
住
地
が
不

安
定
、
地
域
か
ら
の
孤
立
が

あ
る
場
合
な
ど
で
す
。

　
親
自
身
が
虐
待
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
場
合
で
、
わ
が

子
に
虐
待
を
繰
り
返
す
親
は
、

自
身
の
虐
待
さ
れ
た
体
験
を

明
確
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
虐
待
さ
れ
た
と
認
識

し
て
い
な
い
、
虐
待
と
認
識

し
て
い
て
も
自
分
に
非
が
あ

っ
た
と
思
い
た
い
、
力
で
押

し
付
け
る
し
つ
け
の
方
法
し
か
知
ら
な

い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
反
対
に
、
虐
待
を
繰
り
返
さ
な
い
親

は
、
自
身
の
経
験
を
率
直
に
詳
細
に
述

べ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
子
ど
も
に

虐
待
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
危
険
性
を

認
識
し
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
、
愛
情

を
与
え
て
く
れ
た
他
者
の
存
在
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
が
大
き
な
違
い
を
生
み
ま
す
。

　
脳
に
は
敏
感
期（
感
受
性
期
）が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
１
歳
頃
に
虐
待
を
受

け
る
と
、
人
か
ら
褒
め
ら
れ
る
な
ど
し

て“
次
も
頑
張
ろ
う
”と
す
る
意
欲
な
ど

「
ご
褒
美
」へ
の
脳
活
動
が
低
下
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
褒
め
ら
れ
る
言
葉
が
響
か
な
く
な
れ

ば
、
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、
自
己
肯

定
感
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
脳
は
２０

歳
代
後
半
ま
で
成
熟

が
続
く
の
で
、
安
全

で
安
心
な
環
境
の
保

証
、
適
切
な
心
理
療

法
、
ト
ラ
ウ
マ
治
療
、

認
知
行
動
療
法
な
ど

の
心
の
ケ
ア
で
、
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、

傷
つ
い
た
脳
は
癒
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
虐
待
を

受
け
た
子
ど
も
は
、

普
通
の
子
ど
も
以
上

に
褒
め
育
て
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
に

な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
虐
待
を
発
見
す
る
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
未
然
に
防
げ

る
な
ら
、
そ
れ
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
親
と
子
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
、

親
の
育
て
に
く
さ
の
サ
ポ
ー
ト
が
大
切

で
す
。
子
育
て
に
困
っ
て
い
る
方
が
い

た
ら
支
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
解
決

方
法
を
社
会
全
体
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
み
ん
な
で
つ
な
が
り
、
み
ん
な
で
育

む
。「
お
せ
っ
か
い
」が
子
ど
も
を
救
い

ま
す
。　

　
気
に
な
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
ま
ず

は
市
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
頼
れ
る

場
所
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

虐
待
を
防
ぐ
第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。
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【子どもの泣き声と母親の怒鳴り声】
　小さな女の子の泣き声と大人の叱る声。女の子の叫び声
を聞きつけた近隣の住人が児童相談所に通報、「現在もまだ

【子どもが言うことを聞かない】
　Ａ君は「親の言うことを聞かない」という理由で、両
親と共に相談のため児童相談所を訪れた。

相談・通報の事例

児童福祉司

山本博大 さん

所長

小野みさ江さん

児
童
相
談
所
は
児
童
の
福
祉
増

進
の
た
め
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
い
て
、
都
道
府
県
に
設

置
さ
れ
る
機
関
で
す
。

　
児
童
の
生
活
全
般
に
関
し
て
保
護
者

や
学
校
な
ど
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
児

童
や
家
庭
に
つ
い
て
調
査
や
判
定
を
行

っ
て
、
必
要
な
支
援
や
指
導
・
措
置
を

と
る
な
ど
、
福
祉
司
や
心
理
司
な
ど
専

門
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
山
口
県
内
で
は
、
下
関
児
童
相
談
所

を
含
め
、
６
カ
所
の
児
童
相
談
所
が
設

置
さ
れ
、
虐
待
通
告
を
受
け
る
と
家
庭

訪
問
な
ど
に
よ
り
児
童
の
安
否
確
認
・

事
実
確
認
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

養
育
上
の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合
は

市
の
相
談
窓
口
や
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
な
ど
、
関
係
機
関

が
い
つ
で
も
保
護
者
や
子
ど
も
の
相
談

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
連
携
し
ま
す
。

　
ま
た
、
児
童
相
談
所
で
子
ど
も
を
一

時
保
護
し
て
行
動
を
観
察
し
た
り
、
医

師
や
心
理
司
が
子
ど
も
の
気
持
ち
や
詳

し
い
状
況
を
聞
き
取
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
後
、
親
権
者
と
子
ど
も
の
処
遇
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
、
し
ば

ら
く
の
間
、
親
元
を
離
れ
て
児
童
養
護

施
設
や
里
親
宅
で
生
活
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
親
子
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

子
ど
も
の
安
心
安
全
を
第
一
に
考
え
、

子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　虐待通告があると48時間以内に、
関係機関と連携して、子どもの安否
確認を行います。
　人の家庭の事情を伺うわけですか
ら、慎重に、その時の状況を見て対
応しています。実際に訪問して話を
すると、「自分一人では解決できずに
困っていた」「誰かに気付いてもらい
たかった」と支援を待っていた保護者
の方もいらっしゃいます。
　親子に寄り添い、解決に向かうよ
うに、各関係機関と連携をとってお
手伝いします。

守ることが大切です。
　子どもの気になる様子を見つけたら、ためらわ
ず各相談機関やダイヤル189にご連絡ください。
連絡いただいた内容や連絡した人のプライバシー
は守られますのでご安心ください。
　もし、保護者ご自身が、子育てに悩んだり、パー
トナーなど周囲の大人から子どもを守れないと心
配したりしているようなときにも、一人で悩まず
お電話ください。

　虐待から子どもを守る
ためには、子どもの健や
かな成長を社会全体で見

市内貴船町三丁目２番２号
☎223–3191
234–3141

専門的な知識・
技術が必要な支援

山口県下関児童相談所

Case
１

Case
２

　Ａ君に、よく聞いてみると、複雑な家庭環境の中で、どう振る
舞ってよいか分からず悩んでいることが分かった。また、両親も
そんな問題行動を起こすＡ君の対応に悩み、「このままでは虐待し
てしまいそうだ」と不安を感じていた。
　Ａ君と両親の今後について、話し合いを続けながら関係機関の
力も借りて、それぞれの幸せに向かって歩みだした。

泣いている」との連絡を受け、児童相談所から地域の民生児童委員に状
況の確認を依頼。民生児童委員が現場に駆け付けたが泣き声を確認で
きなかった。
　その日のうちに、改めて児童相談所が確認に行き、母子と会うこと
ができた。聞くところ、母は10代で、２歳の女の子を育てる、ひとり
親家庭であることが分かった。母は「何度言っても子どもが言うことを
聞かないから怒ってしまうのは仕方ない」と話す。
　母に対し、子育ての苦労をねぎらい、子どもとの関わり方について
説明。子育てのさまざまな相談窓口として、市役所の担当課と児童相
談所の相談窓口を紹介した。
　また、こども家庭支援センターと市保健センターに定期的訪問によ
る母親への子育てに関する支援を依頼した。

未来へと命を
　  つなぐ
子どもの気になる様子を見つけたらお電話を
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　子育ては、保護者の方がすべての責任をもって
行うものではありません。地域のみんなが協力し
て行うものです。子育てはいつも順調に進む訳で
はありません。むしろ、悩みや苦労の連続だと思
った方が良いくらいです。親子間の、それぞれに
対する期待感に、大きなすれ違いあるとストレス
のぶつかり合いになります。これを解消するお手

　一人で子育てをしている方や、初
めての子育てで悩んでいる方、相談
する方がいない方からのご相談をい
ただきます。近年、困難を抱えてい
る家族が、増えているように感じます。
　一人で悩んで、どうすればいいか
分からないときも、話をするだけで、
安心することもあります。
　困ったことがあればい
つでも相談してください。

伝いができたらと思います。
　身近な相談窓口として、
「紙風船」をご利用ください。

センター長

秋枝研二 さん

相談支援員
精神保健福祉士

竹下朋子さん

一人で悩まず話してみませんか

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

法
律
的
に
は「
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
」の
名
称
で
、
社
会

福
祉
法
で
定
め
ら
れ
た
社
会
福
祉
事
業

で
す
。
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
、

保
護
者
の
方
と
共
に
継
続
的
に
子
育
て

に
携
わ
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー「
紙
風
船
」

は
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
民
間
の
事
業

所
で
、
２４
時
間
３６５
日
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
保
育
士
、
心
理
士
な
ど
専

門
職
員
を
配
置
し
、
発
達
検
査
や
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど
を
通
じ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
子
ど
も
に
寄
り
添
い
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
よ
り
委
託
を
受
け
、
養
育
支
援
訪

問
事
業（
家
庭
支
援
・
育
児
支
援
）や
こ

ど
も
家
庭
支
援
拠
点
事
業
も
担
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
５
月
の
児
童
福
祉
月
間
や

１１
月
の
児
童
虐
待
防
止
月
間
に
は
、
多

く
の
関
係
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共

に
、「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー

in
下
関
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

児
童
虐
待
防
止
の
啓
発
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
を
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

市
で
は「
下
関
市
こ
ど
も
家
庭
支

援
拠
点
」で
家
庭
や
児
童
に
関

す
る
相
談（
児
童
虐
待
、
養
育

支
援
な
ど
）を
、「
下
関
市
妊
娠
・
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」で
母
子
保
健
に

関
す
る
相
談（
妊
娠
出
産
、
子
ど
も
の
発

育
・
発
達
）に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
窓
口
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
持
つ

保
護
者
を
早
期
に
見
つ
け
、
解
決
す
る

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
対
し
て
、
医
療
・
教
育
・
法
律
な
ど

の
専
門
機
関
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
仕
組

み（
下
関
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
）も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
発
育
や
育
児
の
悩
み
な
ど

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

すべての子どもと
家族への子育て支援

「紙風船」
こども家庭支援センター

市内彦島角倉町三丁目６番17号
☎266–1935　 266–1944

市内古屋町一丁目２番31号
☎250–8721　 250–8731

３月22日から下記に移転します

市内南部町１番１号
☎231–1980（24時間相談可）

市内８カ所保健センター
健康推進課
☎242–5485（専用ダイヤル）

未来へと命を
　  つなぐ
子どもの気になる様子を見つけたらお電話を

妊娠・子育てサポートセンター

（こども家庭支援課）
こども家庭支援拠点

子育てのことで
悩んでいませんか
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